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取組・事業の概要と特徴

県民総ぐるみで取り組む機運の醸成
◇「健康寿命日本一おおいた創造会議」
　経済団体をはじめ県内の主要39団体からなる創造会議を立ち上げ、各団
体による取組を推進するとともに、企業の強みを活かして、健康寿命の延伸に
協力する「健康寿命日本一おうえん企業」（65社）とのマッチングを推進し、
新たな取組（図２）を創造。
◇「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間（毎年10月）
　平成28年９月から11月の３か月間に、県内各地で運動や食生活等の改善
にかかる319のイベントが企画され（29年度は469イベント），83,500人が
参加（29年度130,370人）。

健康づくりを支援する社会環境の整備
◇「健康経営」の推進（図３）
　働く世代の健康づくりをめざして、保健師による企業訪問（年間695社）
や優秀事例の知事表彰等により「健康経営」を推進。健康経営事業所として
1,179社が登録され、県独自の基準で292社を認定。特定健診受診率の向上
やメタボ該当者の減少につながっている。
◇「うま塩」プロジェクト（図４）
　産学官の連携により、美味しく減塩できる「うま塩」レシピの開発と商品
化を行い、外食・中食・配食（80店舗）、給食（407校）の「うま塩化」を推進。
「うま塩」配食サービスは高血圧や心臓病，糖尿病性腎症患者の在宅療養に
貢献。

取組・事業実施目的

多様な主体との協働による県民運動の展開
　生活習慣の改善は個人の努力だけでは容易ではない。ヘルスプロモーション
の理念に基づき、県民一人一人が主体的に健康づくりに取り組む機運を醸成
するとともに、多様な主体と協働して、地域や職場で健康的な生活習慣を実践
できる社会環境の整備を進める。（図１）

健康寿命をのばすポイント

生活習慣が改善し、メタボも減少
　国民生活基礎調査の「健康のために日頃から実践していること」は平成25年
からの３年間で各項目とも改善。
　国民健康栄養調査での塩分摂取量は、24年からの４年間で、男性11.2ｇ→
10.4ｇ、女性9.1ｇ→8.8ｇと改善。
　特定健診（全保険者）のメタボ該当者と予備群の割合は平成23年度からの
４年間で、男性35位→15位、女性44位→35位と順調に改善。（図５）
　平成27年12月に発表された25年の大分県の健康寿命は、男性16位、女性
10位と大きく躍進し、22年からの３年間で、男性は1.71歳（全国２位）、女性は
1.82歳（全国１位）の伸びを記録。　

取組・事業の概要と特徴

健康を意識しなくても自ずと野菜摂取量が増える仕組みづくり
　「足立区民の健康寿命は、都平均より約２歳短い」という健康格差を真摯に受け止め、
糖尿病対策に焦点を絞った、「野菜を食べやすい環境づくり」による取組みを実施している。
【３つの基本方針】
①野菜を食べやすい環境づくり
約600店舗の「あだちベジタベライフ協力店」で、ベジ・ファーストメニューや野菜たっぷり
メニューを提供。
②子どもの頃からの良い生活習慣の定着
「おいしい給食」を活用し、「ひと口目は野菜から」の声かけを保育園から中学校まで一貫
して実施。
③重症化予防
社会的に不利な条件を抱え重症化している区民に、自宅でできる「スマホdeドック」や
薬局店頭でのヘモグロビンA1c測定を実施。
　これらの事業展開により、子どもや子育て世代である３０代の野菜摂取量が増加。その
結果、健康寿命が延伸し、都平均との差を縮めることができました。
　今後もつい野菜から食べてしまう仕組みづくりを推進し、習慣化し、区の文化へと醸成
していきます。
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電　話

幼児期から始める「生涯健康習慣」づくり
東郷町（愛知県）

プロジェクト

受　賞　者

所在地 〒120-8510 東京都足立区中央本町1-17-1

E-mail kenkou@city.adachi.tokyo.jp

電　話 03-3880-5433
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住んでいるだけで自ずと健康に！
「あだちベジタベライフ～そうだ、野菜を食べよう～」
足立区（東京都）

プロジェクト

受　賞　者

所在地 〒470-0198 愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地

めざせ、健康寿命日本一おおいた
～多様な主体との協働による県民運動の展開～

大分県

プロジェクト

受　賞　者

a12210@pref.oita.lg.jp
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所在地 〒870-8501 大分県大分市大手町３丁目１番１号
E-mail
電　話 097-506-2666

取組・事業の概要と特徴

子ども時代の運動習慣から元気に活力ある町となる！
　東郷町は“多子・長寿のまち”として健康寿命の延伸に向け、町全体で
健康づくりに取り組んでおり、「幼児期は神経機能の発達が著しく、５歳
ごろまでに大人の約８割程度まで発達する」と言われていることから、
幼児期の運動指導を積極的に推進している。

　運動好きな子どもを育むことを目的とした運動指導や運動あそびを
日々の保育に取り入れ、本町オリジナルの幼児向け「げんき体操」は毎日
保育園で行っており、園行事などの機会には、保護者の方に家庭でできる
運動あそびも紹介している。また、運動能力・身体活動量記録の保護者
へのフィ－ドバックや園児・保護者・保育士へのアンケート、保育士の研修
なども併せて行っている。

　その結果、身体を動かす時間が増えたことによる運動能力の向上のほか、
予期せぬケガの減少や集中力も高まっており、幼児期からの習慣づけに
より、大人になっても運動を継続することで“生涯生活習慣病知らず”
に繋がることが期待される。

▶大分県の取組詳細は「めざせ！健康寿命日本一おおいたWEB」をご覧ください。 大分県 健康寿命
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